高齢者入所施設等の入所者及び従事職員への新型コロナウイルスワクチン接種説明書

１　接種体制構築の要旨
ワクチン接種については、医療従事者、高齢者を優先にということで国は方針を出していますが、高齢者入所施設等の従事職員も入所高齢者と同時に接種可能とする国の方針が出されました。４月以降、ワクチン接種を本格稼動するため、高齢者入所施設等の接種体制を構築するものです。

２　対象施設
　次の表に掲載されている高齢者入所施設等（下記表左部分）の入所者及びその施設従事職員が今回のワクチン接種対象となります。
　なお、要件を満たせば、居宅サービス事業所等（下記表右部分）の従事職員（※利用者は含まない。）も対象となります。高齢者入所施設等（入所者、従事職員）
○ 介護保険施設
・ 介護老人福祉施設
・ 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護
・ 介護老人保健施設
・ 介護医療院
○ 居住系介護サービス
・ 特定施設入居者生活介護
・ 地域密着型特定施設入居者生活介護
・ 認知症対応型共同生活介護
○ 老人福祉法による施設
・ 養護老人ホーム
・ 軽費老人ホーム
・ 有料老人ホーム
○ 高齢者住まい法による住宅
・ サービス付き高齢者向け住宅
左記の施設と併設している居宅サービス事業所等の従事職員（利用者は含まない）


【居宅サービス等（介護）】
・ 訪問介護、訪問入浴介護、訪問リハビリテーション、定期巡回・随時対応型訪問介護看護、夜間対応型訪問介護、居宅療養管理指導、通所介護、地域密着型通所介護、療養通所介護、認知症対応型通所介護、通所リハビリテーション、短期入所生活介護、短期入所療養介護、小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護、福祉用具貸与、居宅介護支援
（注）各介護予防サービス及び介護予防・日常生活支援総合事業（指定サービス・
介護予防ケアマネジメント）を含む。

【（訪問系サービス等（障害福祉）】
・居宅介護、重度訪問介護、行動援護、同行援護、重度障害者等包括支援（訪問系サービス等を提供するもの）、自立生活援助、短期入所、生活介護、自立訓練（機能訓練・生活訓練）、就労移行支援、就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）、就労定着支援、計画相談支援、地域移行支援、地域定着支援
（注）地域生活支援事業（訪問入浴サービス、移動支援事業、意思疎通支援事業、
専門性の高い意思疎通支援を行う者の派遣事業、地域活動支援センター、日中
一時支援、盲人ホーム、生活訓練等、相談支援事業）を含む。







３　接種順位
国が示しているワクチン接種順位は、次のとおりです。
１　医療従事者
２　高齢者
３　基礎疾患を有する者
３　高齢者等施設等の従事者 （補足説明を下記に記載）※1・2・３
３　60-64歳の者
４　上記以外の者

　※１　高齢者等施設等は次に該当する施設になります。
	○ 介護保険施設
・ 介護老人福祉施設
・ 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護
・ 介護老人保健施設
・ 介護医療院
○ 居住系介護サービス
・ 特定施設入居者生活介護
・ 地域密着型特定施設入居者生活介護
・ 認知症対応型共同生活介護
○ 老人福祉法による施設
・ 養護老人ホーム
・ 軽費老人ホーム
・ 有料老人ホーム
○ 高齢者住まい法による住宅
・ サービス付き高齢者向け住宅
	○ 生活保護法による保護施設
・ 救護施設
・ 更生施設
・ 宿所提供施設
○ 障害者総合支援法による障害者支援施設等
・ 障害者支援施設
・ 共同生活援助事業所
・ 重度障害者等包括支援事業所（共同
生活援助を提供する場合に限る）
・ 福祉ホーム
○ その他の社会福祉法等による施設
・ 社会福祉住居施設（日常生活支援住居施設を含む）
・ 生活困窮者・ホームレス自立支援センター
・ 生活困窮者一時宿泊施設
・ 原子爆弾被爆者養護ホーム
・ 生活支援ハウス
・ 婦人保護施設
・ 矯正施設 （※患者が発生した場合の処遇に従事する職員に限る）
・更生保護施設



※２　上記表左側（水色網掛け）の施設に従事する職員は、入所者と同時に施設内でワクチン接種をする場合は、接種順位が２高齢者と同位になります。

※３　高齢者等施設等の従事者は、正規雇用、臨時雇用、派遣、委託等を問わず、上記表の高齢者等施設等にて高齢者と直接係わるもの全てになります。したがって、出入り事業者であっても、高齢者と直接係わる業務であれば対象となりえます。


３　施設入所者のワクチン接種形態
施設入所者の接種形態は次の３種類が想定されます。
（ア）施設内で入所者及び施設従事職員が同時接種する場合
（イ）施設内で入所者のみ接種する場合
（ウ）施設外（主にかかりつけの医療機関等）で接種する場合
　まず、（ア）の施設内で入所者と施設従事職員が同時接種する場合は、施設従事職員の接種優先が高齢者と同位に設定されます。市では、施設嘱託医による接種か施設巡回医による接種を想定しています。
　次に、（イ）の施設内で入所者のみ接種をする場合は、いわゆるインフルエンザ接種と同様な流れになります。これまでどおり施設嘱託医の協力により実施を進めていきたいと考えています。
なお、インフルエンザ予防接種を施設内で実施していなかった施設（施設嘱託医による施設内接種が不可の場合も含む。）へは施設巡回医による接種を想定しています。
　ここで、ご留意いただきたいことは、施設従事職員は入所者と同時接種を行わないことになりますので、接種順位が高齢者の次になります。よって、施設従事職員の接種時期は、遅れることになります。
　最後に、（ウ）の施設外で接種をする場合、主にかかりつけ医や会場集団接種が考えられますが、この場合は、高齢者優先は適用されます。だたし、入所高齢者の場合、施設内で接種する場合は、施設単位でワクチンの確保を行いますが、施設外で接種する場合は、一般の高齢者と同じタイミングで接種することになるため、接種時期にばらつきが出ることも考えられます。
また、従事職員についても、上記（イ）と同様の取り扱いとなります。

４　ワクチン接種体制構築のための手続き
ワクチン接種体制を構築するため、高齢者入所施設の管理者様におかれましては、接種形態別にフローチャートを作成していますので、そちらをご覧ください。

別紙１　施設内にて、入所者及び施設従事職員の同時接種を実施したい場合の手続き
別紙２　施設内にて、入所者のみ接種を実施したい場合の手続き
別紙３　施設外（かかりつけの医療機関等）にて、接種を実施したい場合の手続き

５　接種スケジュール（予定）　※確定ではないのでご注意ください。
ワクチンの納入時期、納入数に未確定なことが多いため、スケジュールが大幅に変わることも想定されます。あくまで目安とお考えください。
	4月26日（予定）
	ワクチン第１弾納入

	4月末までに
	優先接種対象者（高齢者）へ接種券送付（※柳川市に住民登録がある方のみ）

	4月末～5月初旬
	施設従事者へ接種券付き予診察票送付（※施設内同時接種を実施する場合のみ）

	5月（予定）
	ワクチン第２弾納入

	5月中旬～
	高齢者入所施設等接種開始（※施設内接種を実施する場合のみ）

	5月24日（予定）～
	一般高齢者（個別）接種開始

	5月30日（予定）～
	一般高齢者（会場集団）接種開始


高齢者の次に、「基礎疾患を有する者」、「高齢者等施設等の従事者（個人接種）」、「60-64歳の者」、「それ以外の者」で順次接種スケジュールが組まれます。













〒832-8601
柳川市本町87番地1　柳川市役所
■新型コロナウイルスワクチン接種に関する問い合わせ先
担当部署　柳川市　健康づくり課　健康係
電話　0944-77-8536（直通）　ＦＡＸ　0944-74-5613
■高齢者入所施設等の入所者及び従事職員の同時接種に関する取りまとめの問い合わせ先
　　担当部署　柳川市　福祉課　高齢者福祉係
　　　　　　　電話　0944-77-8516（直通）　ＦＡＸ　0944-73-9211







施設内にて、入所者及び施設従事職員の同時接種を実施したい場合の手続き別紙１


※前段として、施設側が、入所者及び施設従事職員の施設内同時接種を方針決定しても、最終的に接種するかどうかの判断（希望）は被接種者個人に委ねられます。
したがいまして、本手続きを進める前に、少なくとも施設従事者へは施設から接種方針をお伝えの上、同意確認（別途様式）をお願いします。なお、この同意は市へ提出する被接種者（施設従事職員分）名簿を作成するために必要な事項ですが、最終同意は、この後説明します「接種券付き予診票」にて接種同意を取ることになります。
入所者の同意確認は接種日までに取って頂くことになります。

＜市への手続き＞
① 施設嘱託医にまずご相談いただき、施設内接種を引き受けていただけるかご確認ください。その際には、必ず施設嘱託医に「接種実施医療機関」の登録（医師会が取りまとめ）をされているか確認してください。嘱託医であっても、この「接種実施医療機関」に登録されていなければ、接種ができません。
作成書式：施設嘱託医による接種可否に係わらず、様式１-１を作成してください。
　　　　　※作成上の留意：施設内接種を実施する医師がいない場合は、市の方で施設巡回医を調整いたします。

② 被接種者名簿を作成してください。
作成書式：接種同意した施設従事職員の名簿　様式１-３
　　　　　※作成上の注意：○接種同意をした職員のみ記載してください。
○概ね異動が完了している4/1時点を目安に作成してください。
なお、接種日までに異動や退職が見込まれる場合は、名簿には含まないでください。
○入所者の名簿様式は特にありません。また、市への提出は不要ですが、接種管理ができるよう施設の方で用意してください。（任意様式可）
①の【様式１－１】の提出期限：令和３年４月９日（金）
②の【様式１－３】の提出期限：令和３年４月１３日（火）
までに柳川市福祉課高齢者福祉係へご提出ください。

　　　


＜市への手続き後の施設が準備すること＞
① 入所者の接種券が4月末までに発送されます。入所施設に住民登録されている方の分は施設に届きます。施設外に住所を設定（実家や子供の家など）されている場合は、住所地に郵送されますので、郵送先に連絡を入れて施設で集約しておいてください。
集約期限：遅くとも接種日まで

② 入所者の接種券集約の際には、接種同意を必ず確認ください。
ここでご留意いただきたいことが２点あります。まず、１点目は、本人から意思確認が取れるにしても、必ず家族へも電話または書面にてお知らせください。次の２点目ですが、認知症等で本人の意思確認が取れない場合は、家族からの同意を得てください。同意が得られない場合は、接種はできません。　　　　確認期限：遅くとも接種日まで

③ 施設内同時接種を希望する施設従事職員（市へ名簿提出していた職員分）へは、柳川市から「接種券付き予診票」が施設に送られてきます。
届きましたら、「接種券付き予診票」を施設従事職員へお渡しの上、最終同意を確認する流れになります。渡した後の流れは次の３パターンのいずれかになります。
確認期限：遅くとも接種日まで
	
	接種同意
	職員の住民登録地
	接種券の取り扱い

	１
	同意
	柳川市及び柳川市外
	今回、市から施設へ送られてきた「接種券付き予診票」を使用することになりますので、施設で集約してください。


	２
	不同意
	柳川市
	柳川市から送られてきた「接種券付き予診票」は無効になりますので回収の上、柳川市へ返却してください。
当該職員分は、接種順位が来たら柳川市から別途送付（発送日未定）されます。その接種券にて職員本人が接種手続きを行うことになります。

	３
	不同意
	柳川市外
	柳川市から送られてきた「接種券付き予診票」は無効になりますので回収の上、柳川市へ返却してください。
当該職員分は、接種順位が来たら住所地の市町村から別途送付（発送日未定）されます。その接種券にて職員本人が接種手続きを行うことになります。




以上が済みましたら接種になります。○施設嘱託医が実施する場合
　嘱託医が、ワクチンを行政から確保次第、接種となります。接種日程は、嘱託医の方で決められます。

○施設巡回医が実施する場合
　市の方で施設巡回医を調整し、接種日を決定の上、施設へ報告いたします。



施設内にて、入所者のみ接種を実施したい場合の手続き別紙２


※前段として、施設側が、入所者の施設内接種を方針決定しても、最終的に接種するかどうかの判断（希望）は被接種者個人に委ねられます。
したがいまして、接種までには施設から接種方針を入所者及び家族へお伝えいただき、同意を取る必要があります。

＜市への手続き＞
① 施設嘱託医にまずご相談いただき、施設内接種を引き受けていただけるかご確認ください。その際には、必ず施設嘱託医に「接種実施医療機関」の登録（医師会が取りまとめ）をされているか確認してください。嘱託医であっても、この「接種実施医療機関」に登録されていなければ、接種ができません。
作成書式：施設嘱託医による接種可否に係わらず、様式１-１を作成してください。
　　　　　※作成上の留意：施設内接種を実施する医師がいない場合は、市の方で施設巡回医を調整いたします。

①の【様式１－１】の提出期限：令和３年４月９日（金）
までに柳川市福祉課高齢者福祉係へご提出ください。

　　　


＜市への手続き後の施設が準備すること＞
[bookmark: _GoBack]① 入所者の接種券が4月末までに発送されます。入所施設に住民登録されている方の分は施設に届きます。施設外に住所を設定（実家や子供の家など）されている場合は、住所地に郵送されますので、郵送先に連絡を入れて施設で集約しておいてください。
集約期限：遅くとも接種日まで

② 入所者の接種券集約の際には、接種同意を必ず確認ください。
ここでご留意いただきたいことが２点あります。まず、１点目は、本人から意思確認が取れるにしても、必ず家族へも電話または書面にてお知らせください。次の２点目ですが、認知症等で本人の意思確認が取れない場合は、家族からの同意を得てください。同意が得られない場合は、接種はできません。　　　　確認期限：遅くとも接種日まで

以上が済みましたら接種になります。○施設嘱託医が実施する場合
　嘱託医が、ワクチンを行政から確保次第、接種となります。接種日程は、嘱託医の方で決められます。

○施設巡回医が実施する場合
　市の方で施設巡回医を調整し、接種日を決定の上、施設へ報告いたします。

施設外（かかりつけの医療機関等）にて、接種を実施したい場合の手続き別紙３


※前段として、施設内で接種実施を行わないのであれば、かかりつけの医療機関、もしくは会場集団接種となります。基本、一般高齢者と同じ取り扱いとなりますので、被接種者個人で接種手続きをしていただくことになります。
　接種時期、接種方法は、住民基本台帳に登録のある市町村から順次案内があります。

＜市への手続き＞
① 作成書式：様式１-１を作成の上、市へ提出してください。
①の【様式１－１】の提出期限：令和３年４月９日（金）
までに柳川市福祉課高齢者福祉係へご提出ください。




＜接種手続き＞
① 入所者の接種券が4月末までに発送されます。入所施設に住所を設定されている方の分は施設に届きます。
施設外に住所を設定（実家や子供の家など）されている場合は、住所地に郵送されます。（※住民基本台帳登録が市外の場合、その住民基本台帳登録のある役所から発送されます。発送時期は、住民基本台帳登録の市町村にお尋ねください。）
接種先、接種先までの移動手段は、各々で違うと思います。入所者（もしくは家族）で手続きをしていただきます。
接種時期、接種方法は、住民基本台帳に登録のある市町村から順次案内があります。

② 施設従事職員の接種券は、住民基本台帳に登録のある役所から送付（発送日は未定）があります。接種優先順位は、高齢者の次になります。
接種時期、接種方法は、住民基本台帳に登録のある市町村から順次案内があります。
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